
No. 申請日 申請者 事業名 会場・開催日時 入場料
新規
継続

承認区分
及び決定日

1
平成28年
9月20日

特定非営利活動
法人スクスクス
クール　理事長
佐野　悟

スクスクスクール
冬休み＆春休み自然
体験教室

岐阜県高山市丹生
川町、長野県北安
曇郡白馬村、三重
県志摩市他

平成28年12月26日
（月）～平成29年
4月22日（土）

○ 特定非営利活動法人スクスクスクール
は名古屋市に事務所を置き、子どもたち
に対して地域の特色を活かした自然環境
体験教室の企画運営に関する事業を行っ
ている。

「大自然の中でのびのびと遊びながら学
び、学びながら遊ぶ」という基本方針の
もとに参加者が楽しみながら安全にス
キー・スノーボードの技術習得、また雪
山や海での自然体験ができる教室を実施
する。

32,800～
48,800円

新規

後援

平成28年
10月20日

※平成28年10月20日（木）意見
交換済。
大自然の中での体験学習を通
し、自然への理解を深め、仲間
と助け合うことで自主性や協調
性等を育むことを目的とするた
め、後援することが適当であ
る。

2
平成28年
9月27日

愛知淑徳大学
ウィンドオーケ
ストラ
中村咲穂

愛知淑徳大学ウィン
ドオーケストラ　第
一回オータムコン
サート

長久手市文化の家
森のホール

平成28年10月9日
（日）

○ 一般市民を対象とし、吹奏楽の演奏を
することによって、地域の文化芸術活動
の普及発展に寄与することを目的として
いる。

愛知淑徳大学在学中のウィンドオーケス
トラによる秋のコンサート。１部ではク
ラシック音楽、２部ではリトル・マーメ
イドやハリーポッターなどの映画音楽を
演奏する。

入場料
800円

継続

後援

平成28年
10月4日

前年度後援実績があり、吹奏楽
の演奏を通して、地域の文化芸
術活動の普及発展に寄与するこ
とを目的とする催し物であるた
め、後援することが適当であ
る。

3
平成28年
10月5日

一般財団法人
林美術財団
名都美術館
館長　石丸正運

〈特別展〉愛知県立
芸術大学開校50周年
記念　日本画専攻の
半世　-歴代指導者珠
玉の作品でたどる-

名都美術館

平成29年1月14日
（金）～
平成29年3月12日
（日）

○ 長久手市民をはじめとする多くの市民
を対象とし、文化発展に寄与することを
目的とした名都美術館の特別展。

愛知県立芸術大学日本画専攻が開校50周
年になることを記念して、歴代の指導者
18人の作品34点によってその歴史を振り
返る特別展を開催する。

一般
600円

学生以下
無料

継続

後援

平成28年
10月13日

前回特別展の後援実績があり、
市民の文化発展に寄与する催し
物であるため、後援することが
適当である。
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4
平成28年
10月19日

長久手おやこ劇
場
木本直子

長久手おやこ劇場
2016年度秋の例会

長久手市文化の家
風のホール

平成28年12月21日
（水）

○ 長久手市及び近郊に住む親子を対象と
し、子どもの年齢に応じた舞台鑑賞会を
開き、感性を豊かにする。
・0歳～小学3年生対象「ともとものガラ
クタ音楽会」
NHK番組等に出演している打楽器奏者・山
口とも氏による、廃品を利用したコン
サートを開催する。

入会金：
\1,000

月会費：
\1,200

継続

後援

平成28年
10月21日

前回後援実績があり、子どもの
感性を豊かにすることを目的と
した催し物であるため、後援す
ることが適当である。

5
平成28年
10月20日

特定非営利活動
法人アルクス教
育研究所
代表理事　田中
正利

ウインターフィール
ド2017～協同生活か
ら冬の自然体験・ウ
インタースポーツ～

福井県大野市六呂
師地区周辺

平成28年12月23
（金）～平成29年
2月12日（日）

○ 関西・東海・北陸地方の小学校１年生
から中学校３年生を対象とし、自然豊か
な環境のもと、異年齢集団の中で、相互
理解、交流を図り、自主性、協調性、主
体性などを育むことを目的としている。
六呂師地区の自然豊かな環境等を利用し
て、オリエンテーション、雪遊び体験、
スキー・スノーボード体験等を実施す
る。

1泊2日～3
泊4日

\12,500～
\27,000

継続

後援

平成28年
10月26日

前年度実績があり、様々な子ど
もたちが自然体験を通して心と
身体を養い、仲間と共に学び合
い、分かち合いながら生きる力
を育むことを目的とした催し物
であるため、後援することが適
当である。


